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すべての物質は原子から出来ている。
原子は、中心にある原子核とその周りにある電子から出来ており、さらに原子核は陽子と中性子から出来ている。原子の（化学的）性質
は、原子核の周りの電子の数によって決まる。電子の数は中心の陽子の数で決まる。従って原子の種類（元素）は、陽子の数の違いに
よる。即ち、世界はたった３種類の素粒子（電子、陽子、中性子）によって作られている。
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●原子モデルの説明
中心にある は陽子、

は中性子
外側を回っている は電子

元素記号元素記号 Ｏ
酸素
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ここでは、2個の水素の電子1個と、1個
の酸素の電子2個が共有している。

陽子8コ
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原子は内側の軌道（円）に2コ、その一
つ外側の軌道に8コの電子が収まれば
安定する。だから酸素と水素は結合し
て水（H O）となる。そのことは全て量
子力学の法則により規定されている。

２

ただし、最近の研究により、陽子、中性子はより小さな粒子クォークにより構成されていることが明らかになっている。
現在物質を構成している素粒子（物質の最小要素）として、クォークおよび電子などの小さな粒子（レプトン）などがあることが分かっている。

さらに原子が結合して出来ている分子の構造も明ら
か。右の図は水、すなわち“Ｈ Ｏ”である。２
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炭素の中性子の数は6個とは限
らない。8個（他もある）のものも
ある。これを同位体という。

1兆分の1ミリ

1０００万分の1ミリ

原子・原子核の大きさ

水素の場合、原子
核は陽子が一個


